
一
．
は
じ
め
に

　

東
ア
ジ
ア
統
合
を
考
え
る
う
え
で
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
は
農
業
政
策
の
統

合
で
あ
る
。
製
造
業
等
他
の
産
業
と
違

い
、
農
業
は
気
候
や
風
土
そ
し
て
何
よ

り
農
地
に
依
存
す
る
産
業
で
あ
り
、
各

国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
東
ア
ジ
ア
統
合
で
そ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
調
整
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
東
ア
ジ
ア
農
業
の
実
態

を
国
別
に
比
較
し
て
そ
の
構
造
を
確
認

し
、
ま
た
、
こ
の
地
域
の
農
産
物
貿
易

構
造
と
そ
の
推
移
を
日
本
、
韓
国
、
中

国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
諸
国
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
そ

の
う
え
で
、
東
ア
ジ
ア
統
合
に
む
け
て

ど
の
よ
う
な
農
業
政
策
を
求
め
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
自
由
貿
易
下
で
の
各
国

の
農
業
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
う

の
か
、
ま
た
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
地
域

の
農
業
政
策
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
す

べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
．
東
ア
ジ
ア
農
業
の
構
造

　

東
ア
ジ
ア
農
業
は
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア

ジ
ア
的
気
候
の
下
で
コ
メ
を
中
心
作
物

と
し
て
営
ま
れ
、
そ
の
規
模
は
総
じ
て

小
さ
く
、
多
く
の
共
通
性
を
持
っ
て
い

る
が
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
日
本
、
中
国
、
韓
国
お
よ
び
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
農
業
に
焦
点
を
あ
て

て
東
ア
ジ
ア
の
農
業
の
実
態
を
表
1
に

示
し
た
基
本
的
指
標
で
み
て
お
こ
う
。

デ
ー
タ
は
い
さ
さ
か
古
い
が
、
国
際
比

較
の
観
点
か
ら
世
界
銀
行
の
デ
ー
タ
を

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。

　

農
業
の
重
要
性
を
農
業
従
事
者
の
対

総
労
働
人
口
比
率
で
み
る
と
、
日
本
は

四
・
六
％
、
韓
国
は
八
・
七
％
と
一
桁

台
で
小
さ
い
が
、
農
業
が
ほ
と
ん
ど
な

い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
別
に
す
れ
ば
、
マ

レ
ー
シ
ア
が
一
五
％
と
低
い
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
三
七
％
、
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
中
国
で
は
四
〇
％
を
超
え
る
。

東
ア
ジ
ア
地
域
内
で
も
農
業
の
重
要
性

は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

　

農
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
生
産
要

素
で
あ
る
農
地
の
賦
存
を
み
る
と
、
中

国
は
約
一
億
二
〇
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
を
有
す
る
が
、
農
業
人
口
一
人

あ
た
り
で
は
わ
ず
か
〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
農
村
部
の
人

口
密
度
が
高
い
こ
と
に
よ
る
が
、
言
い

換
え
れ
ば
中
国
の
農
業
生
産
性
を
上
昇

さ
せ
る
た
め
に
は
、
農
村
部
に
非
農
業

部
門
で
の
雇
用
機
会
を
増
や
し
農
業
就

業
人
口
を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

農
業
人
口
あ
た
り
で
み
た
農
地
が
少

な
い
の
は
中
国
だ
け
で
は
な
い
。
マ

レ
ー
シ
ア
と
日
本
を
除
く
東
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
す
べ
て
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
満
た

な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
日
本
で
は
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
り
、
こ
こ
に
東
ア
ジ
ア
農
業
が
共
通

し
て
か
か
え
る
農
業
構
造
問
題
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
工
業

部
門
の
成
長
を
軸
に
経
済
発
展
を
遂
げ

て
い
る
国
が
多
い
が
、
農
業
部
門
の
零

細
性
は
農
業
と
工
業
の
間
で
の
所
得
格

差
を
拡
大
し
て
い
る
。
格
差
是
正
に
は

農
業
部
門
で
の
生
産
性
向
上
が
必
須
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
零
細
性
を
解
消
す

る
こ
と
な
し
に
は
達
成
し
な
い
。

　

表
1
の
最
後
の
列
に
は
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
の
穀
物
の
生
産
量
す
な
わ
ち

収
量
が
示
し
て
あ
る
。
日
本
、
中
国
お

よ
び
韓
国
は
五
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
の
穀
物
収
量
を
あ
げ
て
い
る
が
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
五
〇
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
満
た
な
い
。
収
量
は
と
り
も
な

表 1　東アジア諸国の農業の基本的指標

農業従事者
2002-04

（1000 人）

対総労働人口
2002-04
（％）

農地
2003-05

（1000ha）

農業人口
1 人あたり

2003-05
（ha）

穀物収量
2003-05

（kg/ha）

日本 2,927 4.6 4,714 1.2 5,849
韓国 1,982 8.7 1,839 0.6 6,238
中国 － 44.1 115,632 0.1 5,095
マレーシア － 14.7 7,585 2.0 3,321
タイ 15,178 44.4 17,687 0.6 3,044
フィリピン 11,544 37.2 10,700 0.4 2,916
インドネシア 41,652 44.6 36,500 0.4 4,278
シンガポール 5 0.3 1 0.2 －
カンボジア － 60.3 3,852 0.4 2,231
ラオス － － 1,074 0.2 3,648
ベトナム 24,721 59.9 8,920 0.2 4,641

（出所）World Bank、World Development Report 2008.
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お
さ
ず
土
地
生
産
性
を
表
す
が
、
こ
れ

は
他
の
投
入
要
素
、
特
に
肥
料
の
投
入

量
に
依
存
す
る
。
ま
た
、
そ
の
土
地
に

適
し
た
品
種
の
導
入
も
収
量
を
向
上
さ

せ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
農
業
の
土
地
生
産
性
向
上
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

一
国
の
経
済
に
お
け
る
農
業
の
役
割

を
み
る
の
に
基
本
的
な
指
標
は
農
業
部

門
が
作
り
だ
す
付
加
価
値
で
あ
る
。
表

2
に
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
の
経
済

指
標
が
掲
げ
て
あ
る
。
経
済
活
動
の
大

き
さ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
ら
れ
る
が
、
経
済

全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
農
業
部
門
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
シ
ェ
ア
を
見
て
み
る
と
、
日

本
の
農
業
は
一
・
七
％
、
韓
国
で
は

三
・
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

中
国
は
一
二
・
七
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
一
〇
％
を
超

え
、
特
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の

比
率
は
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
三
七
％
と
四

七
％
の
高
さ
に
あ
る
。
農
業
の
経
済
に

占
め
る
割
合
は
経
済
が
発
展
す
る
に
つ

れ
低
下
す
る
が
、
各
国
の
農
業
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
割
合
は
経
済
発
展
段
階
の
違
い
を
表

し
て
い
る
。

　

農
業
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
農
業
従
事
者
一
人
あ

た
り
で
み
た
と
き
、
こ
れ
は
農
業
の
労

働
生
産
性
を
表
す
が
、
東
ア
ジ
ア
で

も
っ
と
も
高
い
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

日
本
で
あ
り
、
米
ド
ル
で
み
て
そ
れ
ぞ

れ
二
万
ド
ル
と
一
万
九
〇
〇
〇
ド
ル
と

な
る
。
た
だ
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農

業
は
わ
ず
か
な
園
芸
部
門
に
特
化
し
て

お
り
経
済
の
な
か
で
の
比
重
は
〇
・

一
％
に
満
た
な
い
。

　

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
の
労
働
生

産
性
を
み
る
と
、
韓
国
が
七
〇
〇
〇
ド

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
三
〇
〇
〇
ド
ル
で

あ
る
が
、
他
の
諸
国
は
す
べ
て
一
〇
〇

〇
ド
ル
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

中
国
の
労
働
生
産
性
は
三
〇
〇
ド
ル
に

満
た
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
よ
り
も
低
い
。
中
国
の
一
人
あ
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
た

が
、
農
業
部
門
の
低
生
産
性
は
農
工
間

あ
る
い
は
都
市
と
地
方
の
所
得
格
差
の

大
き
さ
を
示
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

三
．
ア
ジ
ア
農
産
物
貿
易
の
構
造

　

東
ア
ジ
ア
で
は
農
産
物
貿
易
が
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
構
造
を
見
て
み
よ

う
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
図
1
に
示
し
た

の
が
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
お
よ
び
そ

の
他
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
）
の
農

産
物
輸
入
総
額
の
推
移
で
あ
る
。
東
ア

ジ
ア
全
体
で
は
二
〇
〇
〇
年
で
は
九
〇

〇
億
ド
ル
に
満
た
な
か
っ
た
輸
入
額
は

二
〇
一
〇
年
に
は
二
三
〇
〇
億
ド
ル
へ

と
急
増
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
中
国

の
農
産
物
輸
入
の
増
加
が
著
し
く
、
二

〇
〇
〇
年
に
は
二
四
〇
億
ド
ル
に
過
ぎ

な
か
っ
た
輸
入
額
は
二
〇
一
〇
年
に
は

九
八
〇
億
ド
ル
と
な
り
、
日
本
の
輸
入

額
を
大
き
く
上
回
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
三
〇
〇
万
ト

ン
に
過
ぎ
な
か
っ
た
大
豆
輸
入
が
二
〇

一
〇
年
に
は
五
七
〇
〇
万
ト
ン
に
拡
大

し
、
大
豆
だ
け
で
二
六
二
億
ド
ル
に
の

ぼ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
韓
国
の
輸
入

額
も
こ
の
一
〇
年
間
で
二
倍
に
な
っ
て

い
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
全
体
（
そ

の
他
）
の
農
産
物
輸
入
も
拡
大
し
、
二

〇
〇
億
ド
ル
の
水
準
か
ら
今
日
で
は
六

〇
〇
億
ド
ル
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
農
産
物
輸
出
額
も
図
2

に
示
す
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
約
四

六
〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
一

五
四
〇
億
ド
ル
へ
と
三
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
。
国
毎
の
輸
出
入
で
み
た
地
域

全
体
と
し
て
の
農
産
物
貿
易
収
支
は
約

七
六
〇
億
ド
ル
の
輸
入
超
過
と
な
っ
て

い
る
。
東
ア
ジ
ア
で
農
産
物
輸
出
が
最

も
多
い
の
は
中
国
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇

年
で
一
八
〇
億
ド
ル
、
二
〇
一
〇
年
で

四
三
〇
億
ド
ル
の
輸
出
が
あ
る
が
、
こ

の
地
域
で
の
シ
ェ
ア
は
三
八
％
か
ら
二

八
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
一
方
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
輸
出
は
二
〇
〇
〇
年
の

五
〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
三

一
〇
億
ド
ル
へ
と
拡
大
し
、
こ
の
地
域

で
の
シ
ェ
ア
を
一
一
％
か
ら
二
〇
％
へ

と
上
昇
さ
せ
た
。
タ
イ
も
有
力
な
農
産

物
輸
出
国
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
の
七

〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
二
六

〇
億
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
で

の
シ
ェ
ア
に
変
化
は
な
く
、
こ
の
期
間

表 2　東アジアおよびオーストラリア・アメリカの農業の経済指標
農業部門 GDP

2003-05
（100 万 US ＄）

対 GDP 比率
2003-05
（％）

農業従事者一人あたり
2003-05

（US ＄）
日本 74,849 1.7 19,177
韓国 22,416 3.7 6,922
中国 246,982 12.7 292
マレーシア 10,843 9.2 2,898
タイ 16,164 10.1 554
フィリピン 12,949 14.7 429
インドネシア 38,429 14.9 421
シンガポール 93 0.1 19,959
カンボジア 1,710 33.7 181
ラオス 1,157 46.8 264
ベトナム 9,936 21.7 182

（出所）World Bank、World Development Report 2008.

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（億ドル）

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

その他
韓国
中国
日本

（出所）FAO, FAOSTAT.

図 1　東アジアの農産物輸入額の推移
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一
七
〜
一
八
％
を
維
持
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
は
こ
の
期

間
で
一
六
〇
億
ド
ル
か
ら
五
四
〇
億
ド

ル
に
増
加
し
た
が
、
地
域
で
の
シ
ェ
ア

は
三
五
％
程
度
で
あ
り
ほ
と
ん
ど
変
化

は
な
い
。

四
．
東
ア
ジ
ア
統
合
と
農
業
政
策

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
農
業
構
造

も
貿
易
の
傾
向
も
異
な
る
東
ア
ジ
ア
の

経
済
統
合
で
、
農
業
政
策
は
ど
の
よ
う

に
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

貿
易
の
自
由
化
で
あ
る
が
、
農
業
は
除

外
・
例
外
扱
い
と
す
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
工
夫
の
下
で
全
て
の
農
産
物
を

取
り
込
ん
で
自
由
化
を
目
指
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ジ
ア
の
な
か

に
は
農
産
物
輸
出
国
も
多
く
、
輸
入
国

市
場
の
開
放
に
期
待
を
寄
せ
る
。
一

方
、
農
産
物
は
差
別
化
や
加
工
・
サ
ー

ビ
ス
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
の
開
発
も

あ
り
、
各
国
の
市
場
を
開
放
し
て
相
互

通
行
す
な
わ
ち
産
業
内
貿
易
を
拡
大
す

る
道
を
探
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

農
産
物
の
差
別
化
で
は
日
本
の
牛
肉

が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
牛
肉
は
一
九
九

一
年
に
自
由
化
さ
れ
、
品
質
の
劣
る
国

産
乳
用
牛
肉
は
安
い
輸
入
牛
肉
に
市
場

を
奪
わ
れ
た
。
し
か
し
、
和
牛
肉
は
従

来
に
増
し
て
差
別
化
を
図
り
、
生
産
量

を
拡
大
し
、
輸
入
牛
肉
と
の
棲
み
分
け

に
成
功
し
た
。
牛
肉
の
自
給
率
は
大
き

く
低
下
し
た
が
、
そ
れ
は
自
由
化
に

よ
っ
て
安
価
と
な
っ
た
輸
入
牛
肉
が
消

費
を
拡
大
し
た
結
果
で
あ
り
、
国
産
和

牛
の
生
産
が
落
ち
た
結
果
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
の
農
産
物
に

も
み
ら
れ
る
。
国
産
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は

高
く
て
も
消
費
者
は
好
ん
で
買
い
求

め
、
リ
ン
ゴ
も
ナ
シ
も
国
産
の
品
質
の

よ
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
別

化
は
コ
メ
に
も
及
ん
で
い
る
。
日
本
国

内
で
は
三
〇
年
以
上
前
か
ら
銘
柄
・
産

地
別
に
異
な
る
需
要
が
認
め
ら
れ
、
銘

柄
・
産
地
別
に
価
格
形
成
が
行
わ
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
海
外
で
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
各
国
で

は
所
得
が
向
上
す
る
に
つ
れ
日
本
の
コ

メ
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
）
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、
二
〇
〇
七

年
日
本
は
コ
メ
を
四
年
ぶ
り
に
解
禁
と

な
っ
た
中
国
に
輸
出
し
、
同
年
七
月
の

輸
出
第
一
弾
は
わ
ず
か
二
四
ト
ン
で

あ
っ
た
が
、
現
地
米
の
二
〇
〜
三
〇
倍

の
値
段
に
も
か
か
わ
ら
ず
完
売
し
た
。

今
日
で
も
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

中
心
に
コ
メ
の
輸
出
額
は
七
億
円
程
度

に
の
ぼ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
産
業
内
貿
易
の
発

展
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
差
別
化
の

強
化
や
新
た
な
差
別
化
に
活
路
を
見
出

し
、
市
場
の
拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
で
、
従
来
か
ら
の

保
護
体
質
か
ら
脱
却
し
、
輸
出
産
業
化

す
る
こ
と
で
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
統
合
を
究
極
的

に
活
用
す
る
な
ら
ば
、
域
内
で
は
輸

出
・
輸
入
と
い
っ
た
国
境
概
念
を
超
え

た
取
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
域
内
で

の
産
業
立
地
は
国
境
を
越
え
て
考
慮
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
モ
ノ
だ
け
で
な
く

ヒ
ト
、
カ
ネ
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
き

来
が
自
由
に
な
れ
ば
、
農
業
生
産
の
立

地
も
大
き
く
異
な
っ
て
こ
よ
う
。

　

労
働
移
動
の
自
由
化
は
各
国
農
業
に

と
っ
て
大
き
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
道
を

開
く
し
、
様
々
に
人
的
資
本
を
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
土
地

利
用
型
農
業
に
関
し
て
は
国
内
立
地
に

こ
だ
わ
る
必
要
も
な
い
。
例
え
ば
日
本

は
技
術
と
資
本
を
持
っ
て
海
外
に
生
産

拠
点
を
移
す
農
業
者
が
出
て
き
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
展
開
が
本
格

化
す
る
た
め
に
は
貿
易
自
由
化
の
推
進

と
と
も
に
、
調
整
過
程
を
適
切
に
支
援

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
特
に

技
術
移
転
や
検
疫
制
度
の
調
整
、
国
内

補
助
金
の
あ
り
方
な
ど
、
共
通
し
て
政

策
運
営
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

局
面
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
東
ア
ジ

ア
内
の
途
上
国
に
対
し
て
は
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
な
ど
援
助
と

政
策
運
営
を
絡
め
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
東
ア
ジ
ア
統
合
に
む
け
て
東

ア
ジ
ア
型
の
共
通
農
業
政
策
の
形
を
議

論
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸

国
、
特
に
東
ア
ジ
ア
で
の
農
業
は
モ
ン

ス
ー
ン
地
帯
で
コ
メ
を
中
心
に
小
規
模

家
族
型
経
営
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
東

ア
ジ
ア
統
合
で
取
り
組
む
べ
き
農
業
問

題
は
地
域
内
で
は
比
較
的
共
通
し
て
い

る
。
小
規
模
零
細
稲
作
を
ど
う
す
る
の

か
、
経
済
成
長
著
し
い
中
進
国
の
食
生

活
の
変
化
に
農
業
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
、
食
の
安
全
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
、
貧
困
を
抱
え
る

地
域
で
果
た
す
べ
き
農
業
の
役
割
は
何

か
、
な
ど
域
内
で
共
通
認
識
の
下
で
議
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図 2　東アジアの農産物輸出額の推移
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論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

東
ア
ジ
ア
型
共
通
農
業
政
策
へ
の
取

り
組
み
は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
食

料
の
安
全
保
障
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
、
食
料
の
安
全
保
障
と
い
え
ば
各
国

の
食
料
自
給
率
の
向
上
を
第
一
義
に
置

く
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
真
に
問

題
と
す
べ
き
は
自
給
率
で
は
な
く
、

種
々
の
食
料
の
安
定
供
給
に
対
す
る
リ

ス
ク
で
あ
る
。
食
料
供
給
の
リ
ス
ク
は

国
内
生
産
と
輸
入
の
双
方
で
起
こ
る
。

国
内
生
産
へ
の
過
度
の
依
存
は
天
候
不

順
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
む
し
ろ

リ
ス
ク
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
国
内
生
産
も
多
々
あ
る
供
給
源

の
ひ
と
つ
と
考
え
て
リ
ス
ク
分
散
を
図

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
に
、
食
料
の
安
全
保
障
は
一
国

で
閉
じ
て
対
策
を
練
る
よ
り
も
広
域
で

対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
地
域
で

迅
速
に
食
料
不
足
を
補
う
体
制
を
整
え

て
お
く
方
が
、
一
国
で
あ
ら
ゆ
る
リ
ス

ク
を
想
定
し
て
危
機
対
策
を
講
じ
る
よ

り
効
率
的
で
費
用
も
低
く
て
す
む
。
こ

の
よ
う
な
考
え
に
立
て
ば
、
東
ア
ジ
ア

地
域
で
食
料
危
機
に
対
す
る
リ
ス
ク
対

応
措
置
を
共
同
で
運
営
す
る
制
度
が
必

要
と
な
る
。

　

実
際
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
す
で

に
そ
の
よ
う
な
方
向
で
作
ら
れ
た
緊
急

コ
メ
備
蓄
制
度
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
3
緊
急
米
備
蓄
（
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
地
域
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国
、
日
本
、
韓
国
、

中
国
）
で
大
規
模
災
害
等
の
緊
急
事
態

に
備
え
る
た
め
の
コ
メ
の
備
蓄
制
度
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
食

料
安
全
保
障
の
取
り
組
み
を
よ
り
本
格

化
し
、
よ
り
広
範
な
食
料
安
全
保
障
制

度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、

コ
メ
で
い
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
と
い
っ
た
コ
メ
の

輸
入
国
と
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な

コ
メ
の
輸
出
国
が
混
在
す
る
ア
ジ
ア
の

な
か
で
、
コ
メ
備
蓄
に
対
す
る
利
害
が

一
致
し
な
い
事
態
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
拠
出
の
負
担
に
お
い

て
、
経
済
発
展
の
度
合
い
に
よ
る
傾
斜

配
分
は
必
要
で
あ
る
に
し
て
も
、
地
域

全
体
で
の
参
加
に
よ
り
地
域
で
協
力
し

あ
っ
て
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
と

い
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
食
料
安
全
保
障
は
こ
の

地
域
の
安
全
保
障
そ
の
も
の
の
確
保
に

つ
な
が
る
。
自
国
の
食
料
の
み
に
拘
泥

す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
地
域
の
視

座
で
食
料
を
考
え
、
地
域
全
体
の
農
業

資
源
の
有
効
活
用
を
目
指
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
を
東
ア
ジ
ア
共
通
農
業

政
策
の
基
本
と
す
れ
ば
、
国
境
措
置
と

し
て
の
関
税
の
撤
廃
は
抵
抗
が
少
な
く

な
る
で
あ
ろ
う
。

五
．
お
わ
り
に

　

東
ア
ジ
ア
統
合
へ
の
道
は
平
坦
で
は

な
い
。
特
に
農
地
と
い
う
特
殊
な
要
素

に
依
存
す
る
農
業
の
共
存
は
難
し
い
。

し
か
し
、
最
大
限
の
比
較
優
位
性
を
追

求
す
る
な
ら
ば
、
国
境
措
置
を
撤
廃
し

て
自
由
な
競
争
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

始
め
の
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
東

ア
ジ
ア
の
農
業
の
発
展
を
見
据
え
れ
ば

産
業
内
貿
易
の
展
開
で
様
々
な
可
能
性

が
み
え
て
く
る
。

　

日
本
に
と
っ
て
も
、
コ
メ
の
輸
出
可

能
性
が
広
が
る
。
市
場
規
模
と
い
い
、

品
質
と
い
い
日
本
の
コ
メ
は
世
界
に
知

れ
渡
っ
て
い
る
。
問
題
は
価
格
で
あ

る
。
農
地
の
集
積
や
大
規
模
化
に
よ
り

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

単
位
面
積
あ
た
り
収
量
の
高
い
コ
メ
を

導
入
し
、
分ぶ

ん

散さ
ん

錯さ
く

圃ほ

と
よ
ば
れ
る
経
営

耕
地
の
飛
び
地
減
少
を
解
消
す
れ
ば
、

十
分
国
際
競
争
力
の
あ
る
コ
メ
が
生
産

可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に

は
、
減
反
政
策
の
廃
止
や
農
地
制
度
改

革
と
い
っ
た
農
政
の
抜
本
的
見
直
し
が

必
須
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
ア
ジ
ア
地
域
の
食
料
安
全

保
障
の
構
築
の
た
め
、
日
本
は
積
極
的

に
取
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

点
で
日
本
の
役
割
に
期
待
す
る
東
ア
ジ

ア
諸
国
は
多
い
。
日
本
は
食
料
輸
入
国

で
あ
る
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
東

ア
ジ
ア
地
域
の
食
料
の
確
保
な
し
に
は

自
国
の
食
料
安
全
保
障
は
な
い
と
の
認

識
で
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
東
ア
ジ
ア

の
食
料
問
題
に
取
組
ま
な
く
て
は
い
け

な
い
。

　

東
ア
ジ
ア
の
広
域
自
由
貿
易
圏
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
も
、
関
税
引
下
げ
だ

け
で
は
輸
出
国
の
生
産
者
を
勝
者
と

し
、
競
合
す
る
輸
入
国
の
生
産
者
を
敗

者
と
す
る
構
図
だ
け
が
明
確
に
な
り
、

国
内
生
産
者
の
政
治
活
動
だ
け
を
活
発

に
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
自
由
貿
易
が
も

つ
多
面
性
と
総
合
的
社
会
的
便
益
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
内

で
の
短
期
的
・
過
渡
的
な
補
填
や
所
得

移
転
の
必
要
性
を
吟
味
し
、
多
国
間
で

構
造
調
整
の
円
滑
化
を
図
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
一
方
、
農
業
問
題
を
農
業
内
部

だ
け
の
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
広

く
東
ア
ジ
ア
経
済
一
般
の
問
題
と
し
、

ま
た
ア
ジ
ア
全
体
の
食
料
問
題
と
位
置

づ
け
、
経
済
協
力
や
技
術
援
助
、
人
的

交
流
や
直
接
投
資
と
あ
わ
せ
て
検
討
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
ほ
ん
ま　

ま
さ
よ
し
／
東
京
大
学
大
学

院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）
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